
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

うるま市社会福祉協議会 

コミュニティソーシャルワーカー 

 

令和 3年度  

地域福祉活動報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



～コミュニティソーシャルワーカーの役割～ 

うるま市は 5 つの基幹福祉圏域を有しており、それぞれの圏域にコミュニティソーシャ

ルワーカー（ＣＳＷ）を配置し「総合相談支援事業（市受託）」・「地域づくり支援事業（自

主事業）」の 2つの事業を担当しています。総合相談支援事業は身近な地域で福祉に関す

る総合的な相談ができる体制づくりを行うことを目的とし、年齢や障がいの有無に関わ

らず、福祉課題等を抱えた地域住民の相談対応を行ってます。地域づくり支援事業では、

個別支援から出てきた課題に対し、地域で解決していくための組織化や居場所づくり等、

「だれもが安心して暮らせる地域（まち）づくり」を実現していくため、様々な事業に取

り組んでいます。 

 

～ も く じ ～ 

 

 

１．地域づくり支援事業 （出前講座） 
上江洲自治会 

みどり町３・４丁目自治会 

塩屋区自治会 

川田区自治会 

曙区自治会 
 

２．うるま市地域見守りネットワーク事業 
    

3．ふれあい・いきいきサロン 

（茶―びら子どもの居場所づくり支援）事業 
 

4．地域の活動紹介 
 

   5.ボランティアセンターの地域活動紹介 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



☆出前講座開催に至った経緯 

手助けを必要とする区民を支援する団体を結成し、困りごと

解消やコミュニケーション向上を図り、住みやすい上江洲区

を目指す為出前講座を開催しました。 

現在も出来る人が出来る時にお助け活動を行っています

が、組織化することにより、それぞれの得意分野をいかし活

動の輪を広げたいと思い、出前講座を行いました。 

 
☆出前講座の様子 

１回目～これまで少人数で行っていた、美化活動とお助け活動の報告を行いました。グル

ープワークでは、今後の活動の在り方等ついて様々な意見交換ができました。また、メン

バーの連絡網として「ＬＩＮＥグループ」を作り早速、次回の活動日も決定しました。 

２回目～作業時のケガなどに対する保険や活動費用（燃料費等）について説明と協議が行

われました。最後には、「い～じお助け隊結成式」を行い、正式に活動をスタートしました。

今後は自治会独自の要支援者名簿も作成し、見守り・お助け活動の充実・継続を図ってい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出来る人が、出来る時に、気軽に参加！！ 随時メンバー募集しています♪ 



出前講座開催に至った経緯 
みどり町３・４丁目自治会はこれまでも福祉部による地域の高齢

者の見守り活動を行っていました。その活動を通して手助けを必

要とする区民が多くいることがわかり、幅広く活動できる組織づ

くりが必要と感じました。出前講座を活用し様々な情報を聞くこ

とや関係機関と連携することにより、見守り活動の視点を広げ 

協力体制や今後の活動方法を確立していきたいと思います。    

出前講座の様子 
1 回目～市福祉総務課より「避難行動要支援者」について説明を受け、災害時に備えた名簿

の活用方法等について質疑応答がありました。また、市介護長寿課より「救急医療情報キッ

ト」についての説明がありました。実物を見ながらの説明で、緊急時における医療情報の大

切さを学び、見守り隊としても見守り対象者や区民の皆さんに登録に向けた周知を行って

いきたいとの共通理解ができました。 

2 回目～高齢者の相談支援機関である「包括支援センター具志川北」から包括支援センター

の役割や支援内容について説明を頂きました。実際に地域の相談を受けている包括職員の

話を聞くことで、地域の課題や見守り活動の重要性を確認しました。また、関係機関との連

携を図り、見守り隊を継続していくため情報交換会を定例化することに決まりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

見守り隊スマイルは『顔の見える繋がり』を大切にしています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.出前講座開催に至った経緯 
自治会活動を通して、区内に見守りや支援が必要な方が多く

いることを痛感し、地域での見守り・支え合い活動が必要だ

と感じました。それだけでなく、塩屋区は海抜 0ｍ地帯が多

く、災害時などに支援が必要な住民がどこにいるかを把握し

ておく必要がありました。そのため、日頃から地域住民同士

で見守り、災害時には助け合えるよう、体制を整えておく必

要があったため「塩屋見守り隊」を立ち上げるため出前講座

を実施しました。                                       

2.出前講座の様子 

塩屋区の特徴として、次世代の自治会活動を担う若いメンバーと民生委員を中心とした

組織づくりです。自治会長の声掛けにより約 8 名の参加者と一緒に出前講座を開催しま

した。 

1 日目～メンバーの皆さんと一緒に「小地域ネットワーク」について学び、どのような世帯

に対して見守りを行っていく必要があるかメンバー間で意見交換をしました。また、市福

祉総務課の協力を得て、災害時避難行動要支援者についても学びました。 

2日目～見守り隊が活動する際に使用する地域マップを作成しました。隣近所での見守り

活動を中心として、出前講座を終了後も、定期的に見守り隊の定例会を設けながら活動し

ていくことを確認しました。 



1.出前講座開催に至った経緯 
川田区では平成26年に自主防災組織会を立ち上げていました

が、実際にはほとんど活動がない状態でした。しかし同地域は低

地帯で土砂災害警戒区域でもあり、災害時には大きな被害が予

測されます。また、高齢者世帯も多く、普段から地域で助け合え

るような体制づくりを行う必要がありました。組織のメンバー編

成や今後の活動をテーマに出前講座を実施しました。                                       

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 2.出前講座開催時の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1回目～「自主防災組織とは何か？」ということについて県外や先進地の事例を参考に学びま

した。その後、自主防災組織会のメンバー編成を行い、会長・副会長、各班長（消火班・避難誘

導班・救出救護班・情報班・給食給水班）を決めました。また、市福祉総務課の協力を得て、災

害時避難行動要支援者についても学びました。 

 

2回目～自主防災について意見を出して頂き、今後の活動方法について話合いしました。皆さ

んで簡易防災マップを見ながら、川田区の土砂災害警戒区域や避難経路を確認しました。そし

て 1 月には実際に避難経路を歩いて危険個所などの確認をすることが決まりました。年度内

は、役員や各班長を中心として、防災倉庫物品整理・自主防災組織班員の編成をしていき、次

年度からは年 2 回（5 月・10 月）の定例会をもち、避難訓練など自主防災組織会の活動を本

格化していくことが決定しました。また市福祉総務課から実践的な避難訓練をしている地域の

事例を説明して頂き訓練方法等についても学ぶことができました。 

 

川田区自治会 

～川田自主防災組織会～ 



曙区自治会 

☆曙区自主防犯パトロール隊☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．出前講座の様子 

１．出前講座開催に至った経緯 

１回目～石川警察署生活安全課による「青色防犯パトロール講習会」が行われまし

た。青色回転灯装備車両を運転するには３年に１回の講習が必要なため、更新メン

バーと新規メンバーが受講しました。また、パトロール活動を行う上での留意事項や

犯罪を目撃した際の対応の仕方などの確認を行いました。 

曙区自治会では老人会、成人会、青年会、子ども育成会など各種

団体が個別で活動していました。出前講座を通して住民同士の支

え合い活動の視野を広げるために各種団体との連携体制の構築

や、パトロール隊の会員を増やしていくことを目的として、実施に

至りました。               

ishikawa.akebono01 

石川曙区自治会 

Follow us on Instagram☻ 
２回目～課題である「担い手不足」の問題に対して、メ

ンバーで何ができるか話し合いを行いました。その中

でもっと曙区の活動を発信していく必要があるので

は⁉という意見が出たため、SNSに力を入れて情報

を発信していくことが決まりました。 



見守りネットワークってなんだろう？？ 
うるま市社会福祉協議会では、様々な福祉課題を早期発見できる体 

制づくりを目的として、ご協力頂ける市内民間事業者等と見守りに 

関する協定を締結しています。 

協定事業所は、通常業務の範囲内で気になる世帯や人を発見した際 

に社会福祉協議会へ連絡を行うことになっています。社会福祉協議 

会の職員が、確認を行い支援の必要がある場合には関係機関と連携 

し、福祉課題の解決に向け支援を行います。 

協定事業所の皆様のご協力を得て「だれもが安心して暮らせる地域 

（まち）づくり」の実現を目指しています。 

 

協定事業者との連携 
見守りネットワーク事業を推進していくため、情報交換や見守り活動に必要な知識の習得を

目的とした連絡会を定期的に開催しています。                     

ご協力頂けそうな企業がありましたらＣＳＷまで情報提供お願いします！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地域見守りネットワーク事業～ 
うるま市 

令和 3 年 9 月には、新たに沖縄銀行市

内 4 支店（安慶名・与勝・赤道・石川）

と見守りに関する協定を締結しまし

た。これまでに 44 協定を結び、市内

72 事業所のご協力を得ながら事業を

推進しています。          

うるま市では、『地域』と『企業』の皆様のご

協力を得て見守り活動を展開しています。             



 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆松原ふれあい子ども食堂☆ 月～金（放課後の居場所＆子ども食堂） 

☆放課後クラブいいてーらがー（上平良川自治会）☆ 月～金（放課後の居場所） 

今年度は新たに２団体が登録（合計６団体）活動中 

松原団地集会場を居場所として開放し地域

住民の交流の場となっています。 

将来はたくさんの子ども達が集まる居場所

を目指しています！ 

毎週（金）は“おにぎりの日”を開催！！ 

イベントの時はカレーやタコライスなど

人気メニューも用意しています。 

一緒に活動するボランティア募集中！！ 

 

上平良川自治会では、月曜日から金曜日まで公民館の一室を開放し、ゆるやかな子どもの

居場所づくりを行っています。居場所では小学校低学年の子ども達が宿題をしている事が

多く、他にもバドミントンやオセロゲーム・黒板を使っての「学校ごっこ」を楽しむなど、

地域の子ども同士が遊びながら学んでいます。また、利用する子ども達が多くなる夏休み

期間中は、学習支援として多くの地域の方々（元教員・読み聞かせボランティア・画家な

ど）がボランティアとして協力し、地域全体で子ども達の健やかな成長を支えています。 



上平良川自治会・川崎自治会 

みどり町 1・2 丁目・みどり町 3・4丁目 

みどり町５・６丁目・パーラーはぴりぃ。 

yoga スタジオ虹心ｃafe 

パーラーはぴりぃ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力企業：Eスペース・沖縄ヤクルト等 

新型コロナ感染拡大の収束が見えず地

域においても長期間にわたりで活動が

制限されています。そのような中、地

域の子ども達や困窮世帯等へお弁当の

提供を行った地域の様子です。

私たち社会福祉協議会も子ども支援を

行っている企業等と連携し食品の提供

を行いました。 

※助成金も活用されています。 

（赤い羽根共同募金、県こども未来協力金） 



平安名自治会では自治会行事への参加者が減少しており、自治会活動の中心となっている

各種団体でも会員の減少や事業のマンネリ化などが見られ、活動の活性化に苦慮している

状況となっていました。そのような中、近い将来、公民館の建替えも予定しており、地域住民

が集える居場所とするためには自治会と各種団体が協働して、課題の解決を図る必要があ

り、地域の課題について話合うためワークショップを開催しました。                 

次回は「伝統行事の継承と新たな

地域文化の創造」をテーマに実際

にイベントの企画等について話し

合います。                 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学１年生への生活科授業支援活動として、

旭区イッペー会のみなさんが宮森小学校 1 年

生へ「昔の玩具作り、昔遊び」を高齢者からの

知恵の伝授として毎年行っています！ 

普段あまり見ることのない玩具に子どもたち

も興味津々でした♩ 

平安名区自治会 

～元気・つながりワークショップ～ 



うるま市ボランティアセンター 

社会の抱える課題解決のため市民が主体的に取り組むようなボラ 

ンティア活動を推進するため、ボランティアに関する事や、地域・学 

校で福祉教育に関する支援などを行っています！！ 

 
福祉教育について 

ボランティアセンターでは市内幼稚園・小学校・中学校・高等学校等を対象に、様々な人と出

会い交流する機会や体験を通して、子供たちが自分の気づきとして考え行動できるよう、社

会福祉への理解と関心を高め、人間性豊かな福祉のまちづくりに資することを目的として

「福祉教育」を行っています。 

プログラムは「ふくしってなぁに？」の講話やアイマスクや点字体験などを通して、気づきや

行動などについて学びます。福祉講話では、地域に暮らす障がいのある方など、地域の方を

講師として招いて講話を行います。 

ふ 

だ
ん
の 

く 

ら
し
の 

し 

あ
わ
せ 

障がいの有無に関わらず、誰にでも得意な事や苦手なことがありそれを“共

に助け合って生活することの大切さ”を学ぶプログラムとなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盲導犬ユーザーによる福祉講話 

 

アイマスク体験（歩行体験） 

 

点字体験 

 

アイマスク体験（おりがみ） 

 

うるま市社会福祉協議会 

～ボランティアセンターのご紹介～ 



新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、その影響を受け食料支援を必

要とする世帯が増加しました。そのような中、個人や企業の中でも支

援の輪が広がり、うるま市ボランティアセンターにも多くの食料品等

の寄贈が年間を通してありました。 

頂いた食料については、生活に困窮する世帯や支援を必要とする世帯

へお渡ししています。支援を受けた方からは、「本当に助かりました！」

や「社会全体が大変な中でこうして支えてくださる方々がいて本当に

うれしい」などのお声を頂いております。 

たくさんのご支援ありがとうございました 

 

♪「ふくし」の情報発信しています♪ 

～食料の支援について～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


